
しようがしまいが、⽴派な⼈であろう
と無かろうと、私のことを愛してくだ
さっている、という事です。誰も、努
⼒によって神の愛を得られる程、⽴派
な⼈はいません。ひとり⼦、イエス様
を通してのみ、私達は神様に近づける
のです。そして、神様は私達を既に愛
してくださっているのです。だから救
い主としてイエス様をこの世に贈って
くださったのです。その瞬間、私の⽴
場は雇われ⼈から、真の⼦供へと変わ
りました。というのは、⼦供は良い⼦
か悪い⼦かではなく、ただその存在の
みで親から愛されますが、雇われ⼈は
働きぶりや態度で評価されるからなの
です。その時から、私は真の神様の⼦
供としての幸せをかみしめられるよう
になりました。 
 

神 様は私が⽴派でなくても、上⼿
なピアニストでなくても、変わ

らずに愛してくださっています。それ
ならこれ以上努⼒をする必要が無いの
でしょうか？いいえ、違います。神様
は私のことを愛してくださっていま
す、だからこそ、私は頑張ろう、と思

えるようになるのです。逆説的に聞こ
えますが、私は神様に感謝しているか
らこそ、ピアノを弾き、神様の栄光の
為に⾳楽を用いる事ができるのです。
神の愛は⼈を変えます。この大きな愛
を、⼈は無視する事ができないので
す。 
 

今 は、私は神様に気に⼊ってもら
いたいからピアノを弾くのでは

なく、感謝を表したいという自然な思
いの結果としてピアノを弾けるように
なりました。そして、私のような⼩さ
な者に、このような役割が与えられて
いる事、神の国に連なれる事を本当に
感謝しています。  
「さて、御霊の賜物にはいろいろの種
類がありますが、御霊は同じ御霊で
す。奉仕にはいろいろの種類がありま
すが、主は同じ主です。働きにはいろ
いろの種類がありますが、神はすべて
の⼈の中ですべての働きをなさる同じ
神です。」 
  （第⼀コリント12章４節〜６節） 
すべての栄光を神様にお返しします。  
             アーメン 

国分寺国分寺国分寺国分寺バプテストバプテストバプテストバプテスト教会教会教会教会    ⽇曜⽇⽇曜⽇⽇曜⽇⽇曜⽇のののの礼拝礼拝礼拝礼拝のごのごのごのご案内案内案内案内  
   9:00〜10:15 フレンドパーク （幼児・⼩学⽣の楽しい礼拝） 
 10:30〜12:00 サンデー礼拝      （どなたでもどうぞ） 
 10:30〜12:00 ジョイフル礼拝   （中・⾼校⽣礼拝 第2,3⽇曜）  
●●●●たまらんたまらんたまらんたまらん坂坂坂坂チャペルコンサートチャペルコンサートチャペルコンサートチャペルコンサート●●●●    詳細は後⽇ホームページ等でご案内します   
    11111111⽉⽉⽉⽉29292929⽇⽇⽇⽇((((土土土土））））演奏：ジョン･チャヌ（ヴァイオリニスト)  

田中友樹子田中友樹子田中友樹子田中友樹子    
ピアノコンサートピアノコンサートピアノコンサートピアノコンサート    
2008年9月7日(日)午後1時30分 

             ･･･cÜÉzÜtÅ･･･    
    

主よ、人の望みの喜びよ （バッハ＝へス） 
 

 

 

映像 第一集   （ドビュッシー）  

 水に映る影 

 ラモー賛歌 

 動き 
 

 

 

「スペイン組曲」より            （アルベニス） 

 グラナダ 

 アストゥリアス 

 アラゴン 
 

 

 

演奏会用アレグロ  （グラナドス） 
 

 

 

ラ・カンパネラ                （リスト） 

                      国分寺国分寺国分寺国分寺バプテストバプテストバプテストバプテスト教会教会教会教会 

                                国分寺市内藤1-10-77 

                042-576-6046(TEL)    042-576-6048（FAX) 

                 ホームページ homepage2.nifty.com/kbch/ 



田中友樹子田中友樹子田中友樹子田中友樹子    プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール    

２００５年、ニューヨークのカーネギー・ワイルホールでソロデビュー。デビューリサ
イタルにしては異例の売り切れで、「⼀⾔で⾔えば、理想の演奏である」とニューヨー
ク・コンサートリビュー誌においても絶賛された。東京出⾝、ソロだけでなく、室内楽
奏者、伴奏者としてもアメリカ、カナダ、スペイン、イタリア、そして⽇本で活動中。
ユタ州⽴大学より社会学の学⼠を取得、在学中には１９９８年度最優秀学⽣に選ばれて
いる。その後、ミシガンのアルビオン大学に編⼊、⾳楽を専攻。アルビオンでは、プ
レッサー奨学⾦を始め、数々の奨学⾦、褒章を受章、またコンチェルト・コンクールに
おいて優勝し、大学オーケストラとの共演を果たす。卒業後、ニューヨーク市⽴大学ブ
ルックリン校で大学院に⾏き、クラウディオ・アラウの⾼弟、マエストロ・ヘルマン・
ディエス⽒に師事。在学中奨学⾦を貰い、成績優秀者で修⼠号を取得、卒業。現在、ロ
ングアイランド大学のプリカレッジで教鞭をとる傍ら、演奏活動を続ける。また、バル
セロナにあるマーシャル⾳楽院のスペインピアノ科にも在籍、スペイン⾳楽の勉強を続
けている。ニュージャージー州の聖ヨハネ教会の⾳楽主任。公式ウェブサイト 
www.snowinthefield.com 
 

「「「「神神神神さまのさまのさまのさまの大大大大きなきなきなきな愛愛愛愛」」」」        田中友樹子田中友樹子田中友樹子田中友樹子    

ニ ューヨークに移住した時、私の
⽣活は暗く、寂しいものでし

た。誰も知り合いもいなく、仕事もあり
ませんでした。引越しと、大学院の授業
料の⽀払いの後で貯⾦もほとんどなく
なっていました。そこで、⽣活費の為に
ウェイトレス、ベビーシッター、家政婦
などを始めました。不慣れな仕事にとて
も⾁体的にも精神的にも疲れ、ピアノを
練習する時間も体⼒もありませんでし
た。私はニューヨークの⾳楽家の激しい
競争から早くも脱落したかのように感
じ、悲観的になっていました。「こんな
事の為にニューヨークへ来たのかしら」

と少ないお⾦を数えながら部屋でよく泣
いて過ごしました。 
 

そ の頃、ニューヨークのマンハッ
タンにある⽇⽶合同教会へ通い

始めました。⽇本⼈の友達が欲しかった
のと、他にやる事が無かったからです。
この教会の事は、私がその前年に、ミシ
ガンの大学から研修⽣としてニューヨー
クに来ていた時、感謝祭の⼣⾷会のチラ
シを⾒て知りました。ミシガンでは毎週
カソリックの教会のミサで、クリスチャ
ンで無いのにも拘らずピアノを弾いてい
たので、教会に通う事にはまったく抵抗

も、特別な思いもありませんでした。し
かし、この時はすべてが違いました。ア
ルバイトのピアノ学⽣ではなく、会衆の
⼀⼈として礼拝に出るようになったの
で、福⾳が⼼に届くようになったので
す。ある⽇、部屋でデボーションガイド
を読んでいると、ある⽂章が目に⾶び込
みました。「神様はあなたの⼼配も必要
もご存知です。」その瞬間、体が熱くな
り、涙が溢れ出てきました。そして、誰
かが私の後ろに⽴ち、背中を優しくなで
てくれたのを感じました。私はそれがイ
エス様だと分かりました。 
 

私 は、幸せになろうとして、どんど
ん神様から離れてしまっていた事

に気がつきました。聖書によれば、⼀番
の罪は神を神と思わず⼈⽣を過ごす事で
す。私は神様に泣いて謝りました。もう
⼀度、幼⼦のように神様の元へ帰りた
い、と思ったのです。数ヵ⽉後、２００
３年の１⽉、教会の皆様のお祈りに⽀え
られて、ネイサン・ブラウネル牧師より
洗礼を受けました。「苦しみに会ったこ
とは私にとってしあわせでした。私はそ
れであなたのおきてを学びました。」   
         （詩篇119章71節） 
 

そ れから私の⽣活が劇的に変わった
とは⾔いません。しかし、神様は

私の内⾯を変えてくださいました。洗礼
以来、私の⼼は神様への信頼と平安で満
ちるように成りました。困難な状況も、

神様が私に最善以下の事を下さるはずが
無い、と信じ、乗り越える事ができまし
た。神様が私にくれた計画だ、と思えば
こそ謙遜になり、嫌な状況や苦難を受け
⼊れる事ができました。実際に、そう
いった苦しい時は私がさらに成⻑するた
めに必要だった、と⾔う事が後になって
分かる事が何度もありました。「神のな
さる事は、すべて時にかなって美し
い。」（伝道者の書３章11節） 
 クリスチャンになる前
は、上⼿になりたい、競
争に勝ちたい、という思
いでピアノを⼀⽣懸命練
習していました。しかし
それはほとんど重荷でした。ピアノは好
きでしたが、いつも先⽣や、他の⾳楽家
の前で間違える事を恐れていました。い
つも⼼の中に、自分への失望感と、他⼈
への嫉妬が渦巻いていました。 
 クリスチャンになった後、神様の為に
ピアノを弾く、という思いが与えられま
した。ピアノを弾く事が神様を賛美する
事なのです、と。神様は私達に得意な事
を下さったのは、それを私達が使って、
神様に栄光をお返しするためなのです。
しかし、私は実際自分で、具体的にどう
していいか分からずにいました。迷いな
がら５年余り経ちました。ある⽇曜⽇、
ニューヨークのリディーマー教会のティ
ム･ケラー牧師の説教を聞いている時、と
ても重要な事に気がつきました。神様は
私がピアノを弾こうが弾くまいが、努⼒


